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こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、
更
に
地
域
に
眠
る
課
題
や

意
見
な
ど
を
掘
り
起
こ
す
べ
く
、
10
月
31
日
〜
11
月
１

日
、
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム『
雲
仙
市
市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業「
雲
仙
の
地
方
創
生
を
語
り
合
う
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

11
月
１
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
会
で
は
増
田
寛
也
氏

（
野
村
総
合
研
究
所
顧
問
、ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
会
長
）を

講
師
に
迎
え
、
基
調
講
演「
雲
仙
の
未
来
像　

〜
山
と
海

と
若
者
と
〜
」
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
、
人
口
と
い
う
切

り
口
で
今
日
の
日
本
が
置
か
れ
た
状
況
な
ど
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
前
日
行
わ
れ
た
４
つ
の
グ

ル
ー
プ（「
自
然
・
暮
ら
し
」、「
逸
品
・
じ
げ
も
ん
」、「
ち

び
っ
こ
・
若
者
」、「
交
流
・
連
携
」）に
分
か
れ
て
の
分
科

会
の
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
な
わ
れ
、各

分
野
が
抱
え
る
問
題
点
や
課
題
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
対

応
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
を
背
景
に『
地
方
創
生
』と
い
う
言
葉
を
皆
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
へ
の
人
口
集
中
の
是
正
や
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自

立
的
で
持
続
的
な
社
会
を
形
づ
く
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
現
在
、
全
国
各
地
で
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
に
お
け
る
今
年
10
月
末
時
点
で
の
人
口
は
４
万
５
７
２
７
人
、平
成
72
年（
２
０
６
０
年
）に
は
２
万
１
９
７
０

人
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。※

１

　

確
実
に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
。そ
れ
ら
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
影
響
や
問
題
点
を
み
ん
な
で
見
つ
め
、

『
雲
仙
市
の
地
方
創
生
』を
考
え
て
い
こ
う
と
、市
で
は
こ
れ
ま
で
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
に
よ
る
講
演
会
や
、市
民
か

ら
の
提
案
募
集
、市
民
懇
話
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
問
題
点

や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役

の「
雲
仙
市
地
方
創
生
」が
こ
れ
か
ら
幕
を
開
け
ま
す
。

市
民
総
参
加「
雲
仙
市
地
方
創
生
」の
幕
開
け

第２分科会「逸品・じげもん」 第１分科会「自然・暮らし」

第４分科会「交流・連携」

▲10月 31日、4つの分野に分かれての分科会が行なわれました。出席者した市民からは自己紹介を踏まえた活動の紹介や、
現在抱える問題、今後の雲仙市の展望についてそれぞれの立場から意見が述べられました。

▲11月 1日には分科会報告において出された意見をもとにしたパネルディスカッションが行なわれました。

第３分科会「ちびっこ・若者」

※１　国立社会保障・人口問題研究所による推計

▲11月 1日に行なわれた全体会には
　市内外より多くの人が訪れました

2● 広報うんぜん
平成27年12月



　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、
更
に
地
域
に
眠
る
課
題
や

意
見
な
ど
を
掘
り
起
こ
す
べ
く
、
10
月
31
日
〜
11
月
１

日
、
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム『
雲
仙
市
市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業「
雲
仙
の
地
方
創
生
を
語
り
合
う
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

11
月
１
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
会
で
は
増
田
寛
也
氏

（
野
村
総
合
研
究
所
顧
問
、ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
会
長
）を

講
師
に
迎
え
、
基
調
講
演「
雲
仙
の
未
来
像　

〜
山
と
海

と
若
者
と
〜
」
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
、
人
口
と
い
う
切

り
口
で
今
日
の
日
本
が
置
か
れ
た
状
況
な
ど
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
前
日
行
わ
れ
た
４
つ
の
グ

ル
ー
プ（「
自
然
・
暮
ら
し
」、「
逸
品
・
じ
げ
も
ん
」、「
ち

び
っ
こ
・
若
者
」、「
交
流
・
連
携
」）に
分
か
れ
て
の
分
科

会
の
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
な
わ
れ
、各

分
野
が
抱
え
る
問
題
点
や
課
題
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
対

応
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
を
背
景
に『
地
方
創
生
』と
い
う
言
葉
を
皆
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
へ
の
人
口
集
中
の
是
正
や
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自

立
的
で
持
続
的
な
社
会
を
形
づ
く
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
現
在
、
全
国
各
地
で
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
に
お
け
る
今
年
10
月
末
時
点
で
の
人
口
は
４
万
５
７
２
７
人
、平
成
72
年（
２
０
６
０
年
）に
は
２
万
１
９
７
０

人
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。※

１

　

確
実
に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
。そ
れ
ら
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
影
響
や
問
題
点
を
み
ん
な
で
見
つ
め
、

『
雲
仙
市
の
地
方
創
生
』を
考
え
て
い
こ
う
と
、市
で
は
こ
れ
ま
で
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
に
よ
る
講
演
会
や
、市
民
か

ら
の
提
案
募
集
、市
民
懇
話
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
問
題
点

や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役

の「
雲
仙
市
地
方
創
生
」が
こ
れ
か
ら
幕
を
開
け
ま
す
。

市
民
総
参
加「
雲
仙
市
地
方
創
生
」の
幕
開
け

第２分科会「逸品・じげもん」 第１分科会「自然・暮らし」

第４分科会「交流・連携」

▲10月 31日、4つの分野に分かれての分科会が行なわれました。出席者した市民からは自己紹介を踏まえた活動の紹介や、
現在抱える問題、今後の雲仙市の展望についてそれぞれの立場から意見が述べられました。

▲11月 1日には分科会報告において出された意見をもとにしたパネルディスカッションが行なわれました。

第３分科会「ちびっこ・若者」

※１　国立社会保障・人口問題研究所による推計

▲11月 1日に行なわれた全体会には
　市内外より多くの人が訪れました

3 ● 広報うんぜん
平成27年12月



・「雲仙の地方創生」とは雲仙の特徴を活かした自律的で持続的な社会
をつくることである。
・子どもが就職などで市外へ出て行ってしまっても、雲仙が素晴らし
いところであることを伝えていけば帰ってくる。
・農業は、自分で時間を調整することができる。また、頑張った分だけ
お金を稼ぐことができる。

分科会の結果報告
　増田寛也氏による基調講演後は分科会報告が行われ、各分科会の座長（雲仙市民）とアドバイザー（スローライ
フ学会）に、それぞれの分科会で話し合った内容について発表していただきました。

第１分科会「自然・暮らし」
座長：田中裕子氏（田中米穀店店長）
アドバイザー：早野透氏（桜美林大学教授）

・商品を PRするためには、商品にきちんとしたストーリーをつけるこ
とが必要。
・県全体の観光客が増加している中で、雲仙市の観光客は減少してい
る。二次交通の整備が課題。
・住んでいる人たちがいきいきとした町にするためには、それぞれの
産業が潤うことが必要である。

第２分科会「逸品・じげもん」
座長：宮崎高一氏（株式会社雲仙宮崎旅館代表取締役）
アドバイザー：野口智子氏（ゆとり研究所所長）

・子育てしやすい環境をつくるためには、子どもを産んで、育てること
の素晴らしさを一人ではなく一緒に体感すること、父親も育児に参
加することが大切。
・子育て世代が定住するためには、就業環境の整備や安心して子ども
を育てられる体制づくりが必要である。

第３分科会「ちびっこ・若者」
座長：三浦誠司氏（土黒小学校校長）
アドバイザー：斉藤睦氏（地域総合研究所所長）

・地元の人が交流することで、輪が広がっていく。また、継続的に情報
を発信することで全国まで広がる。
・都会では、雲仙市のことはあまり知られていない現状がある。雲仙市
をどのようにアピールしていくのか、みんなでしっかり議論し、強い
意思を持って発信していくことが必要である。

第４分科会「交流・連携」
座長：佐々木裕氏（一般社団法人小浜温泉エネルギー事務局長）
アドバイザー：田嶋義介（島根県立大学名誉教授）
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雲仙市市制施行10周年記念事業
第５回雲仙市民大運動会

雲
仙
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
10
月
12
日
の
体

育
の
日
に
愛
野
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、〝
輝
こ
う
、
心
つ
な

い
で
雲
仙
市
！！
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、「
第
５
回
雲
仙
市
民
大
運
動

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
瑞
宝
太

鼓
」
に
よ
る
力
強
い
演
奏
が
行
な
わ

れ
、
７
町
の
団
結
や
絆
を
象
徴
す
る

よ
う
な
、
未
来
へ
の
希
望
あ
ふ
れ
る

演
奏
に
会
場
は
感
動
の
渦
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
行
な
わ

れ
た
「
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

体
操
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
藤
元
直
美
さ

ん
ら
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
ラ

ジ
オ
体
操
に
取
り
組
む
市
内
の
団
体

や
事
業
所
の
審
査
を
行
な
い
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
後
に
は
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
も

行
わ
れ
、
ま
た
、
防
災
無
線
を
用
い

た
、
市
内
全
域
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
音

楽
を
流
し
て
の
、
市
内
全
体
一
斉
ラ

ジ
オ
体
操
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
や
７
町
の
繋
が
り
も
更
に
深
ま
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
出
場
さ
れ
た
選

手
の
皆
さ
ん
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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雲仙市市制施行10周年記念事業
第５回雲仙市民大運動会

＜主な競技結果＞
　対　象 １位 ２位

中学生 千々石中Ａ 小浜中Ａ
一般 小浜町 愛野町
65歳以上 南串山町 小浜町
小学生 小浜小５年 南串第二小 木指小 川床小

１組目 国見町 吾妻町
２組目 千々石町 小浜町
１組目 国見支団Ａ 南串山支団Ａ
２組目 国見支団Ｂ 南串山支団Ｂ

ＰＴＡ 多比良小 小浜中
一般 吾妻町 南串山町 愛野町 小浜町
小学生女子 土黒小 神代小
小学生男子 鶴田小 土黒小
年代別 国見町 千々石町

３位種　目

愛野中

市議会
愛野町

瑞穂町
千々石町
愛野中Ａ

小学校対抗大縄跳び
玉入れ（地区対抗）
ビッグウェーブ（地区対抗）
中学校対抗男女混合リレー

愛野町
西郷小
千々石第一小

吾妻支団Ａ
千々石支団Ａ

ペアペアでかパンリレー自治会長・市議会

消防団 支団対抗600ｍリレー

小学校対抗リレー（決勝）

綱引き
くぐって　送って　フラフープ

＜第５回雲仙市民大運動会　大会スローガンの公募の結果＞（敬称略）
氏  名

最優秀賞 井上　理香
優秀賞 本多　寿徳
優秀賞 前田　哲
優秀賞 千葉　治
※最優秀賞作品を第５回雲仙市民大運動会の大会スローガンとして使用しました

作      品
輝こう！　心つないで雲仙市！！
君の鼓動　響け未来の　雲仙市
青空と大地に感謝　次の10年にかけだそう
七つの輪　ひとつになって舞い上れ！

＜ラジオ体操コンクール＞

最優秀賞 本町がんばらんば体操教室
優秀賞 永田鉄工（株）
優秀賞 平和ころばんごとがんばらんば教室
特別賞 なでしこ雲仙

　チーム名

＜記録に挑戦！50人×100ｍリレー＞

※一般・高校男チームは陸上男子5,000ｍの世界記録を約51秒上回りました。

　　　　チーム名 記録
小中学生チーム 14分22秒７
一般・高校男女混合チーム 13分40秒９
一般・高校男チーム 11分46秒１

地区対抗1,200ｍリレー
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内野杏美さん　
第18回全日本小学生女子相撲大会優勝

　10月30日、第18回全日本小学生女子相撲大会の出
場報告会が行なわれ、優勝を市長へ報告しました。内
野さんは昨年に続き2度目の優勝。11月20～23日に東
京の味の素ナショナルトレーニングセンターで行なわ
れたエリートキャンプにも参加し、今後更なる活躍が
期待されます。

平成27年度島原半島地区青年農業者連絡
協議会意見発表大会

　10月2日、南島原市ありえコレジヨホールで開催さ
れた島原半島地区青年農業者連絡協議会意見発表大会
にて、島原半島内15人の青年農業者（雲仙市内から
は7人出場）が意見発表を行いました。入賞6人中4人
が雲仙市代表から選ばれる大活躍でした。その中で、
愛の町農友会の寺尾恭平さんが見事、最優秀賞に輝き
ました。
　入賞された皆さんは、2月に開催されます県大会で
島原半島代表として発表を行ないます。

（敬称略）
《最優秀賞受賞者》
　愛の町農友会
　寺尾　恭平

《優秀賞受賞者》
　瑞穂町青年農業者連絡協議会　内田　悠生
　吾妻町青年農業者連絡協議会　本多　幸造
　小浜町農村青年振興会　　　　金澤　宏

千々石町岳地区で稲刈り体験

　10月10日、千々石町岳地区の棚田で千々石町農業
研究会が中心となり、調理師専門学生（長崎市の川島
学園）と稲刈りの体験学習が行われました。農業者と
ふれあいながら食材の生産現場を学び、日本人の主食
である米の消費拡大を目的とし、今年で7年目となり
ます。
　苗植えや除草作業を行い、手を掛けてすくすく育っ
た稲を協力して刈り取り、その後脱穀しました。年間
の作業を通して食材に対する感謝の念が増したように
思います。

左から、1人目金澤さん、4人目寺尾さん、5人目本多
さん、6人目内田さん

100 回目のハッピーバースデイ♪

10月9日　森﨑　ハナさん（千々石町）

　90歳過ぎまで畑仕事をされていたと言われる森﨑ハ
ナさん。何をすることが好きですかとの質問にも「百
姓です」と答えられました。普段は皆さんとのおしゃ
べりや、レクレーションをして過ごされているとのこと。
　どうぞこれからも健康で長生きされ、幸せにお過ご
しください。

前列左から2番目が森﨑ハナさん

平成27年度長崎県和牛共進会が
開催されました

　10月29日、県南家畜市場（吾妻町）において、平
成27年度長崎県和牛共進会が開催されました。県南
地域を代表して、雲仙市から出品された人の成績は下
記のとおりです。（敬称略）

出品区 出品者 成績

第1区 若雌の1 荒木正司 優等賞3席

第2区 若雌の2 本多利久 1等賞1席

第2区 若雌の2 平林雅文 2等賞

第3区 繁殖雌牛群 田中　茂 1等賞2席
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第14回全日本ホルスタイン共進会出場を
報告しました

　10月30日、市役所において、10月23日～26日に
北海道で開催された第14回全日本ホルスタイン共進
会の成績報告会が行なわれました。市からは2人が参
加し、宮本貞治郎さん（瑞穂町）が2等賞12席、掘越
弘毅さん（国見町）が1等賞5席を受賞しました。
　掘越さんが獲得した「1等賞受賞」は県内初の快挙
となりました。

行政相談委員の田尻虎夫さん
総務大臣表彰受賞

　本市（愛野町）担当の行政相談委員である田尻虎夫
さんが、永年の行政相談委員としての功績が認められ、
総務大臣表彰を受賞されました。
　田尻委員は平成11年から行政相談委員を勤められ、
無報酬のボランティアとして市民から国の仕事などに
関する相談や要望を受け付けられています。

神代小学校育友会が団体表彰を受ける

　10月25日、マリンメッセ福岡で開催された「第60回日
本PTA九州ブロック研究大会」において雲仙市立神代小
学校育友会が団体表彰を受けました。
　子どもの幸せと健全な育成を図るため、会員の研修と
相互連携に努めてきたことが評価されたものです。
　また、長崎県からは神代小学校育友会を含む4つの団体
が表彰されました。

腰痛予防教室が開催されました

　10月15日には雲仙市商工会南串山支部、10月28
日には国見町今出自治会の人を対象に「腰痛予防教室」
を行いました。
　腰痛は、生活していれば多くの人が経験する痛みで
す。教室では理学療法士から、「腰痛の原因を知り最
も腰に負担のかからない姿勢を保つことが大事なこ
と」「同じ姿勢を長く続けない」という日常生活のコ
ツを学びました。

負担のかからない座り方を学ぶ参加者

国見高等学校で行われた午前の部の様子

古賀 育友会会長　　　　　原田 教頭先生

体力年齢測定会が開催されました

　10月28日、市教育委員会が体力年齢測定会を開催
しました。午前は国見高等学校体育館で、午後は吾妻
体育館で行い、合計41人が参加されました。測定に
あたり、国見高等学校体育コースの生徒や雲仙市ス
ポーツ推進委員が測定員として協力を行い、参加され
た人は、「握力」や「反復横とび」「立ち幅とび」など
で体力年齢を測定しました。予想以上に体力が落ちて
いたり、現在の実年齢よりも体力年齢が若かったりと、
結果は様々でした。
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千々石地域防災教育講演会が開催されました

　10月7、8日の両日、東日本大震災で被災した福島県相馬市か
ら講師を招き、千々石地域防災教育講演会が千々石公民館、千々
石第一小学校で開催されました。
　7日は、福島市役所総務課長兼地域防災対策室長　佐藤栄喜さ
んが「災害対応は“義理と人情”―組織的行動・コミュニティ・
友好自治体―」という演題で、千々石町内の小･中学校の保護者
や地域の人々を対象にした講演を行いました。
　8日は、福島市教育委員会学校教育課主幹兼指導主事　渡邉　
義人さんが「自分の命を守るために～相馬市の小・中学校の取組
から～」という演題で、千々石町内の3つの小･中学校の児童生
徒を対象にした講演を行いました。
　おとなも子どもも防災に対する意識が高まる講演会でした。

「国 語科教育研究発表会」が開催されました

　10月23日、愛野小学校において、国語科教育研究発表会が開催されました。
　本市の教育努力目標「豊かな心と自ら学ぶ力をはぐくむ学校教育の実現」のため、市教育委員会が平成26・
27年度の2年間、研究校に指定し、子どもたち一人ひとりの能力や適性に応じた適切な学習指導方法などについ
て実践的な研究が進められてきました。
　当日は、市内外の小・中学校の先生方が多数参加され、子どもたちが学び合う姿を熱心に参観していただくと
ともに、学習指導方法などについて活発な意見交換がなされました。

敬老の日に米粉クッキーを贈りました

　9月21日の敬老の日に合わせ、千々石町の若手農業者団体で
ある千々石町農業研究会や千々石第一小学校の生徒らが町内で
一人暮らしをしている75歳以上のお年寄りに米粉を使ったクッ
キーやジャガイモ、手紙などを贈りました。
　千々石町農業研究会で会長を務める篠田光平さんは、「自分た
ちの今があるのは皆さんのおかげ。また来年も持ってくるので
元気にしていて欲しい」と感謝の気持ちを込めてクッキーなど
を手渡していました。

千々石中学校へご寄附いただきました

　千々石中学校第19回生同窓会会員のご厚志として
千々石中学校第19回生同窓会大阪支部会長　中村哲
三様より学校備品などの購入のためにと７万２千円の
ご寄附寄付をいただきました。
 いただいたご寄附により、黒板ふきクリーナーを購
入しました。ありがとうございました。

9 ● 広報うんぜん
平成27年12月



平成27年度動物愛護週間ポスター
デザイン絵画コンクールにおいて優秀作品に選出

　9月6日、東京都国立博物館において平成27年度動
物愛護週間ポスターのデザイン絵画コンクールの表彰
式が行なわれました。コンクールには77点の応募が
あり、最優秀作品を含む6点が選ばれ、千々石第一小
学校3年の田中景子さんの作品が優秀作品に選出され
ました。

秋の叙勲・褒章　雲仙市から3人が受章

　11月3日、秋の叙勲と褒章が発令され、雲仙市から
も各分野から3人が選ばれました。誠におめでとうご
ざいます。（敬称略）

思春期教室を開催しました

　10月30日、瑞穂中学校3年生を対象として「思春
期教室」を開催しました。
　助産師の佐藤信子さんを講師に迎え、男女の恋愛に
対する気持ちの違いや、10～20代に増えている性感
染症、10代の妊娠や人工妊娠中絶、命の誕生、お母
さんからのメッセージなどをお話していただきました。

～参加した生徒の感想を一部ご紹介します～
・ 勉強や進路の事で、悩んだり不安になる日もあるけ

ど、そんな時にはたくさんの人がいて、たくさんの
人が私を支えてくれているんだと思うようにしてい
きたいです。そして、周りの人からもらった温かい
気持ちの分だけ周りの人にも優しい気持ちで接して
いきたいです。

・ これからの将来、男女での付き合い方など考えてい
きたいです。そして、お母さんが頑張って産んでく
れた自分自身を大切に生きていきたいです。

雲仙市行政改革推進委員会が
答申書を提出

　雲仙市行政改革推進委員会では、平成28年度から
平成32年度までの5か年を計画期間とする「第3次雲
仙市行政改革大綱」策定に向けて、平成27年3月13
日に市長から「行政改革の推進に関すること」の諮問
を受け、市の担うべき役割の重点化、行政ニーズへの
迅速な対応を可能とする組織・機構、健全な財政運営
などについて審議を行ってきました。
　これまでの8回の審議を経て、10月26日に松浦会長
および委員から、市長に対し答申書が提出されました。

～行政改革推進委員会とは～
　委員は市長が委嘱し、10人以内の委員をもって組
織されます。市長の諮問に応じ、市の行政改革の推進
に関する重要事項を調査審議します。

賞状を受け取る田中景子さん

旭日双光章
（地方自治功労）

元雲仙市議会議員
岩永　基和

瑞宝小綬章
（消防功労）

元県央地域広域市町村圏組合
消防正監

甲斐下　幸德

瑞宝双光章
（教育功労）

元公立小学校長
林田　正當
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と
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催
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活
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ミ
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ー
」
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び
「
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画
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本
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れ
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係
る
意
見
交
換
会

の
対
象
は
、
雲
仙
市
、
島
原
市
、
南
島

原
市
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に
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。
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催
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活
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岡
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の
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に
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少
な
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規
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あ
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よ
う
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変
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ま
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育
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し
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、
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な
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期
男
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計
画
に
つ
い
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意
見
交
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実
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た
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参
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回
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起
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い
る
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。

　
今
後
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お
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来
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次
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計
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策
定
す
る
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。

「
女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」、「
長
崎
県
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
に
係
る
意
見
交
換
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「つなぐ・つながる女性力アップ講座」を開催します！
　雲仙市、島原市、南島原市で構成する男女共同参画島原三市地域活動促進会議では、男女が互いに尊重
し責任を分かち合い、個性や能力を発揮する力を高めながら地域における女性が活躍する機会を目的として
「つなぐ・つながる女性力アップ講座」を開催します。どなたでもお気軽にお申込みください。
【日　時】平成28年1月16日（土）午後2時～4時　　【場　所】雲仙市吾妻町ふるさと会館
【内　容】寸劇「三婆ちゃんのこぼれ話」、島原半島で活躍している女性の講話、笑いヨガ講座
【定　員】　50人　　　【料　金】　無料
【申込み方法】電話、FAX、Eメール（住所、氏名、電話番号を明記）
【申込み締め切り】12月25日（金）
【申込み先・問い合わせ先】雲仙市政策企画課	 電話：38-3111　FAX：38-3514
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 メール：kikaku@city.unzen.lg.jp

女性活躍推進セミナーの様子
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健康うんぜん21（第2次）～できることからはじめよう！～

「魚」の目安量 ～賢い食べ方で健康に～

 

可食量※ 

 

脂肪量が少ない

脂肪量が多い

100g

90g

80g

70g

60g

50g

40g

30g

かわはぎ（1/2尾）

きす（2尾）、あらかぶ（1／2尾）、きびなご（約10尾）

舌びらめ（小1尾）、かれい（中1尾）

あじ（中1尾）

たい（小1/2尾）

鮭（1切れ）、ししゃも（2尾）、あじ開き（1枚）

いわし（1尾）、さば（1切れ）

ぶり、はまち（刺身3～4切れ）、たちうお（小1切れ）

※可食量は、骨など食べられない部分を取り除いた、食べることができる部分の量です。

　魚は、肉や卵などのように、たんぱく質や脂質を多く含んでいます。特に青魚は、EPA（エ
イコサペンタエン酸）やDHA（ドコサヘキサエン酸）が豊富な食品です。
　EPAは血中中性脂肪を正常に保つなどの働きがあり、主に生活習慣病を予防する効果があ
ると言われています。DHAは脳や神経の発達、機能維持に欠かせない成分です。
　しかし、からだに必要な栄養を含んでいる魚も、食べすぎると中性脂肪やコレステロール、
尿酸値が高くなり、肥満や痛風などにつながります。そこで、今回は1日の目安量をご紹介
します。

基本は手の平にのる程度
★脂質の多い魚ほどエネルギー量が多くなるため、
魚の種類によって目安量は異なります。

[醤油]
　・かけるよりも付けましょう。（使用する時は、味を確かめてからにしましょう。）
　・刺身などは両面に醤油をつけるのではなく、片面のみにしましょう。　
　・レモンなど柑橘類を上手に利用しましょう。（調味料が少なくなり減塩になります。）
[見えない食塩]
　・�「煮る」調理では、焼いたり揚げるよりも食塩が多く含まれます。煮物料理が重ならないようにしましょう。
　・干物類、練り製品は加工の際に食塩を多く使用しています。食べる頻度や量に気をつけましょう。
　　（十分な食塩が含まれているため、醤油はかけなくても美味しくいただけます。）

〜魚に含まれる栄養素〜

〜魚の1日の目安量〜

〜魚を食べるときの減塩のポイント〜

「量」と「食べ方」に気をつけて、美味しくいただきましょう。
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雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部

今 月 の 食 改 さ ん

大豆のサラ
ダ

栄養価（1枚当たり）
エネルギー たんぱく質 脂質 食塩相当量
147kcal 7.1g 11.0g 0.6g

【作り方】
（1）　ゆで大豆は洗って水気を切っておく。ロースハムときゅうりは、さいの目に切る。
（2）　マヨネーズと練りからし、濃口醤油をボウルに合わせ、（1）を和える。
（3）　器にレタスを敷き、（2）を盛り、ミニトマトとかいわれだいこんを飾る。

【材料（4人分）】
ゆで大豆 …………… 120g
ロースハム …………… 2枚
きゅうり ……………… 1本
マヨネーズ ……… 大さじ3
練りからし …………… 少々

濃口醤油 ………… 小さじ1
レタス ………………… 2枚
ミニトマト …………… 4個
かいわれだいこん …… 少量

　市内の小学生を対象に親子料理教室を実施しています。朝食や食事バラ
ンス、減塩についての話や調理実習を通じて、子どもの頃から正しい食習
慣を身につける大切さを伝達しています。お家でお手伝いを始めるきっか
けにもなっているようです。

問　健康づくり課　☎３８－３１１１

ゲートキーパー養成講座を行ないました

　ゲートキーパーは、“命の門番”と
いう意味を持ちます。
　市では自殺予防の観点から、悩み
を抱えた人の孤立・孤独を防ぐた
め、『悩んでいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて、必要な支援につ
なげ、見守る人を地域に増やす』こ
とを目的に養成講座を行いました。
　今年度の養成講座は南串山町と瑞
穂町で開催し、話を聴くときのポイ
ントや自殺の原因として多い借金問
題への対応方法をみんなで学びま
した。
　また、10月には、お客様とのや
り取りの中で自殺予防に取り組んで
いただけるよう、美容組合の皆さん
に対しても養成講座を行いました。
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子ども支援課（☎36-2500）問

問『子育てサポートセンター』☎36－2500

　保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど　子育て中の“ちょっと困った！”を解決する
応援をしています。育児の支援を受けたい人（依頼会員）やそれをサポートしてくださる人（協力会
員）を募集しています。詳しくは子育てサポートセンターまでご連絡下さい。

●子育てサポートセンターからのお知らせ

※市ホームページに各センターの行事予定などを詳しく掲載しています。●12月の『子育て支援センター』情報

施設名・問合わせ 開設日時等

【くにみ子ども園】
みるきぃ
（☎７８－５６５５）

★月～金曜日10：00～15：00開園・園庭開放　　☆ベビーマッサージ　毎週行っています。
詳しくは「くにみ子ども園」のホームページをご覧ください。くにみ子ども園　検索  で検索してください。

【ＮＰＯ法人子育て
ネットやまぼうしの会】
ぽっかぽか
（☎78－2528）

★国見ひろば
　月～金曜日10：00～15：00 場所…国見農村環境改善センター内
☆毎週木曜日…わらべうた＆ベビーマッサージ（要予約）
詳しくは 子育てひろば　ぽっかぽか　検索  で検索してください。

★出張愛野ひろば　毎週木曜日（10：00～13：00）　
　場所…愛野町公民館　　　

【洗心保育園】アリス
（☎77－2727） ★火・木・金曜日・第2,4土曜日　10：00～15：00開園

【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
（☎38－3306）

★月・水・金曜日10：00～15：00園庭開放、ひろば開放

☆親子教室…第2金曜日（無料）

【すぎのこ保育園】
子育て支援センター
（☎36－1772）

★月・水・金曜日10：00～15：00開園

第4金曜日…出張子育て教室　※愛野保健福祉センターにて（10：30～11：30）

【小浜こども園】
すくすくルーム
（☎76－0117）　

★月～金曜日10：00～15：00開園
☆親子教室…毎週火・金曜日　10：00～12：00　　
第3金曜日：身体測定の日　木曜日：ベビーマッサージ 

【串山保育園】　子育て
スペース「あおぞら」
（☎88－2685）

★月～金曜日10：00～15：00開園

★親子教室・・・第3水曜日

すぎのこ保育園支援センター

リラックスして楽しく過ごせる場所です。
お気軽に遊びにきてください

　11月14日に愛野保健福祉センターで「パパママひろば」を開催しました。
　13人の妊婦さんと11人のパパが参加され、パパたちは赤ちゃん人形を使ったお風呂の練習や、妊娠シュミレーターを着用
しての妊婦体験をしていただきました。

　★ パパママひろばを開催しました！ ★

非常に為になる
体験でした。こ
れからパパ・マ
マになる方にも
おすすめしたい
と思います。

いろいろな不安が
ありましたが、体験
やお話を聞いて参
考になりました。こ
れからしっかり役立
てたいです。

次回は、平成28年2月23日（火）開催です。
場　所：愛野保健福祉センター
時　間：�午後1時～4時（受付：午後1時～1時15分）
持参するもの：母子健康手帳
　初めて出産を迎える方はもちろん、2人目3
人目の方など、たくさんのご参加お待ちしてい
ます。（妊婦さんだけでの参加もできます。）

問　子ども支援課　☎36-2500
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子ども支援課（☎36-2500）問

　子どもが好む菓子パンで朝ごはんをすませている家庭がみられますが、菓子パンだけの食事は、カロリーが高く、炭
水化物や脂質を過剰に摂取してしまいます。毎朝菓子パンだと、成長期の子どもにとっては健康的な食事とはいえませ
ん。菓子パンではなく、食パンやロールパンに具材をのせたり、はさんだりするだけで栄養価はアップします。
　食パンに納豆をのせた「なっトースト」。栄養価の高い納豆と食パンは相性抜群！ぜひ試してみてはいかがでしょう。

早寝・早起き・朝ごはん（第9回）

メニュー例
◦なっトースト
◦卵焼き
◦ウインナー
◦バナナヨーグルトきなこ入り

材　料
・食パン
・納豆
・チーズ
・海苔
・ほうれん草
　（ある野菜でよい）
・マヨネーズ

作り方
①納豆、刻んだほうれん草、たれを入れ混ぜ
合わせる。
②食パンにマヨネーズを塗り、1をのせる。
③刻んだ海苔とチーズをのせ、トースターで
焼く。

簡単レシピ（パン編）

栄養満点 なっトースト

第4回「訪問型」病児・病後児保育交流会を開催します

問　長崎県看護協会病児・病後児保育サポートセンター　　☎0957-25-0807
　　【HP】http://www.nagasaki-nurse.or.jp/

　市では育児支援として訪問型病児・病後児保育を長崎県看護協会に実施していただいております。そこ
で登録を頂いているファミリー会員のご家族・子どもさんと顔見知りになり、安心して預けていただくた
めに看護職のサポーターとの交流会を開催します。お子さま同伴でお気軽においでください。

日　時：12月20日（日）午前10時30分～正午　（偶数月第3日曜日）
場　所：愛野保健福祉センタ―　2階多目的室
内　容：季節の遊び・工作（クリスマスに合わせて）、絵本の読み聞かせ、育児相談
対象者：病児・病後児保育事業に登録しているファミリー会員
　　　　（病児・病後児保育を利用してみたいと思っている人もお気軽にご参加ください）
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-5
41
3）

　
城
代
医
院

　 （
千
々
石
町
37
-2
03
2）

●
献
血（
午
前
9
時
～
午

後
4
時
、
雲
仙
市
役

所
）

●
小・
中
学
校
第
2
学
期

終
業
式

●
雲
仙
市
消
防
団
年
末

特
別
警
戒（
～
30
日
）

　
佐
藤
医
院

　（
国
見
町
78
-5
55
5）

　
京
泊
馬
場
医
院

　 （
南
串
山
町
88
-2
05
0）

●
平
成
27
年
仕
事
納
め

12
11
10

12
月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

昭
和
の
日

元
日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
8月
の
対
象
/H
26
.8
～
H
27
.3

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

文
化
の
日

天
皇
誕
生
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
１２
月
の
対
象
/H
26
.1
2～
H
27
.7

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

医医

1
2
日（
火
）～
1
6
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

医医

医医

医医医医

医医



婚活情報 ～参加者募集～

雲仙市婚活講座「お見合い塾」開講

「じゃがいも掘り婚活ツアー・ポテ婚」開催

　お見合いは相手となる人としっかりとコミュニケーションがとれるため、お互いのことを知り合える
チャンスとなり、結婚への有力な手段の一つと考えられます。
　雲仙市では、なかなか良縁に恵まれない人や、初めてお見合いに望む人、お見合いをしてみたい人に向
けて、雲仙市婚活講座「お見合い塾」を開講します。
　講座では、お見合い時の心構え、良好なコミュニケーションのとり方に加え、男性はヘアアレンジ、女
性はアイメイクについて、プロが直接指導をおこないます。
　また、2回の講座を両日受講された人には、受講特典として「お見合い写真」をプレゼントします。
たくさんのご参加をお待ちしております。

日　　時　第1回　平成28年1月23日㈯　
　　　　　男性向け講座　午前10時～正午　　女性向け講座　午後1時～3時
　　　　　第2回　平成28年2月7日㈰
　　　　　男性向け講座　午前10時～正午　　女性向け講座　午後1時～3時
開催場所　吾妻町ふるさと会館研修室3	 募集人数　市内在住の独身男女共に15人程度
申込締切　1月20日㈬まで	 参 加 費　無料
申込・問合せ	 詳しくは、お電話いただくか、下記ホームページをご覧ください。
	 雲仙市政策企画課　TEL：0957－38－3111　FAX：0957－38－3514
　　　　http://www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev.asp?fol_id=22155

　素敵な恋はじゃがいも畑に落ちている？
　ポテ婚実行委員会が実施する婚活イベントの紹介です。掘ったじゃがいも
のおみやげあり！お弁当もつきます！
　じゃがいもを掘りながら交流を深め、素敵な恋と美味しい新じゃがを	
お持ち帰りしよう。

日　　時　平成27年12月13日㈰　午前10時から午後2時ごろまで
開催場所　小浜町山畑じゃがいも畑
募集人数　市内在住の独身男性、独身女性　共に15人
申込締切　12月10日㈭　　※男女共に定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。
参 加 費　男性	2,000円　女性	1,500円
申込・問合せ	 詳しくは、お電話いただくか、下記ホームページをご覧ください。
	 雲仙市農業委員会　TEL：0957－38－3111　FAX：0957－38－3119
　　　　http://www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev.asp?fol_id=22155
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「
オ
ル
レ
」
は
、
韓
国
・
済ち
ぇ
じ
ゅ州
島と
う

の

方
言
で
「
通
り
か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い

路
地
」
と
い
う
意
味
で
、
済
州
島
を
発

祥
と
し
て
い
ま
す
。
九
州
内
の
自
然
を

楽
し
み
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
う
た
め
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
『
九
州
オ
ル
レ
』
と
し
て
整
備
し
て

い
ま
す
。
島
原
半
島
の
最
南
端
・
早
崎

半
島
に
あ
る
九
州
オ
ル
レ
・
南
島
原

コ
ー
ス
の
テ
ー
マ
は
、「
潮し

お
さ
い騒

を
聞
き

な
が
ら
、
南
蛮
貿
易
で
栄
え
た
港
町
を

歩
く
」
で
、
こ
の
コ
ー
ス
沿
い
に
は
た

く
さ
ん
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

①
口
之
津
港
（
ス
タ
ー
ト
）

　
天
然
の
入
江
を
活
用
し
た
港
。
開
港

４
５
０
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
ち
、

南
蛮
貿
易
や
三
池
か
ら
の
石
炭
の
積
み

出
し
港
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
現
在
は

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
玄
関
口
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

②
野の
だ
つ
つ
み

田
堤
・
烽の
ろ
し
や
ま

火
山

　
早
崎
半
島
の
最
高
峰
で
、
標
高
は
約

90
ｍ
。
火
口
か
ら
噴
き
上
が
っ
た
マ
グ

マ
の
し
ぶ
き
が
積
み
重
な
っ
て
で
き
た

山
で
す
。

③
幻
の
野の

向む
き
の
一
本
松

　
も
と
も
と
大
き
な
松
の
木
が
あ
っ
た

こ
と
が
名
前
の
由
来
。
１
５
０
万
年
間

に
わ
た
っ
て
島
原
半
島
を
つ
く
り
上
げ

た
火
山
群
が
一
望
で
き
ま
す
。

④
瀬せ

詰づ
め
ざ
き崎
灯
台

　
早
崎
瀬
戸
の
豪
快
な
潮
の
流
れ
が
見

え
ま
す
。
大
潮
の
と
き
に
は
渦
潮
が
見

え
る
こ
と
も
。

⑤
島
原
半
島
の
は
じ
ま
り

　
島
原
半
島
が
生
ま
れ
た
の
は
今
か
ら

お
よ
そ
４
３
０
万
年
前
。
そ
れ
が
ど
ん

な
噴
火
で
始
ま
っ
た
の
か
を
伝
え
る
地

層
群
が
観
察
で
き
ま
す
。

⑥
ア
コ
ウ
群
落

　
成
長
が
早
く
、
石
垣
を
が
っ
ち
り
固

定
す
る
こ
と
か
ら
、
防
風
林
や
防
潮
林

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
き
た
ア
コ
ウ
の

樹
。
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
大
き
な

ア
コ
ウ
を
含
む
群
落
は
、
南
島
原
市
の

天
然
記
念
物
で
す
。

⑦
口
之
津
灯
台

　
溶
岩
流
が
つ
く
る
高
台
の
上
に
建
ち
、

口
之
津
港
に
出
入
り
す
る
船
の
安
全
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
灯
台
の
周
り
に
広

が
る
、
赤
土
を
利
用
し
た
ジ
ャ
ガ
畑
も

必
見
。

⑧
口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館（
ゴ
ー
ル
）

　
南
蛮
貿
易
や
石
炭
の
積
み
出
し
港
と

し
て
栄
え
た
口
之
津
の
歴
史
を
紹
介
す

る
資
料
館
。
建
物
は
か
つ
て
の
税
関
で
、

長
崎
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
オ
ル
レ
コ
ー
ス
に
は
、
赤
と
青
の
リ

ボ
ン
や
標
識
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
誰
も

が
気
軽
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
九
州
オ
ル
レ（
南
島
原
コ
ー
ス
）」

で
素
晴
ら
し
い
景
色
を
是
非
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

「
九
州
オ
ル
レ（
南
島
原
コ
ー
ス
）」

　
　
　
　
　
　
の
見
ど
こ
ろ
紹
介

「幻の野向の一本松」付近から見える景色

アコウ群落

19 ● 広報うんぜん
平成27年12月



○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○応募資格における年齢は、平成27年4月1日現在とします。
○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、報酬とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法・・・担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「嘱託職員申込書」に 
   写真を貼り、必要事項を記入の上、担当課または各総合支所に提出してください。
　（各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。）

○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○応募資格における年齢は、平成27年4月1日現在とします。
○登録期間は、原則として6か月ですが、1回に限り更新する場合があります。
○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、賃金とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法・・・担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「臨時職員申込書」に写真を貼り、
　必要事項を記入の上、担当課または各総合支所に提出してください。
　（各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。）
　※掲載している事業（業務）を行わない場合は、雇用がないことがあります。

平成27年度　嘱託職員等募集

平成27年度　臨時職員等募集

申込受付期間
12月１日㈫～28日㈪

午後5時15分まで
※土・日曜、祝日を除く

※郵送する場合は申込期間内必着

各種申込受付期間
12月1日㈫～28日㈪

午後5時15分まで
※土・日曜、祝日を除く

※郵送する場合は申込期間内必着

医療費適正化事業に伴う訪問指導等 市民窓口課　☎38-3111
業 務 内 容 重複多受診者に対する訪問指導、特定健診・保健指導に伴う事務補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 １人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社 会 保 険 等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所市民窓口課および市内 選 考 方 法 作文・面接

報 酬 月額　（保健師）204,700円、（正看）181,900円、
　　　（准看）166,800円 選考日･場所 応募者に別途通知

応 募 資 格 ・保健師資格または看護師資格（正看・准看）、普通自動車免許を有する人
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

医療費適正化事業に伴う訪問指導等 市民窓口課　☎38-3111
業 務 内 容 重複多受診者に対する集計、訪問指導など 賃 金 時給（正看）980円、（准看）890円
登 録 期 間 決定日～平成28年3月31日 募 集 人 員 １人
勤 務 日 毎月5日程度（年間15日程度） 社 会 保 険 等 なし
勤 務 時 間 午前9時00分～午後5時（7時間00分勤務） 選 考 方 法 書類審査、面接
勤 務 場 所 瑞穂総合支所および雲仙市内 選考日･場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・看護師資格（正看または准看）を有する人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

望洋荘接客等業務 望洋荘　☎74-3141
業 務 内 容 応接またはフロント※その他業務も含む 勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘
登 録 期 間 採用日～平成28年3月31日 勤 務 時 間 1日8時間以内の変則勤務（超勤あり）
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務あり） 募 集 人 員 若干名
社 会 保 険 等 健康保険、厚生年金、雇用・労災保険 選 考 方 法 書類審査、面接
報 酬 時給700円から 選考日･場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 18歳以上の人 応 募 締 切 平成27年12月15日
応 募 方 法 履歴書を望洋荘、または市役所、各総合支所人事担当窓口へ提出ください。

望洋荘事務補助業務 望洋荘　☎74-3141
業 務 内 容 事務補助業務 ※その他業務も含む 勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘
登 録 期 間 採用日～平成28年3月31日 勤 務 時 間 1日8時間以内の変則勤務（超勤あり）
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務あり） 募 集 人 員 若干名
社 会 保 険 等 健康保険、厚生年金、雇用・労災保険 選 考 方 法 書類審査、面接
報 酬 時給700円から 選考日･場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 18歳以上の人、パソコン操作（文書作成、表計算）ができる人 応 募 締 切 平成27年12月15日
応 募 方 法 履歴書を望洋荘、または市役所、各総合支所人事担当窓口へ提出ください。

望洋荘施設営繕業務 望洋荘　☎74-3141
業 務 内 容 施設営繕業務（公用車運転あり） 勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務あり） 勤 務 時 間 1日8時間以内の変則勤務（超勤あり）
社 会 保 険 等 健康保険、厚生年金、雇用・労災保険 募 集 人 員 若干名
報 酬 時給700円から 選 考 方 法 書類審査、面接
応 募 締 切 平成27年12月15日 選考日･場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上の人  ・配管業経験者（※未経験者でも可）・普通自動車運転免許を有する人
応 募 方 法 履歴書を望洋荘、または市役所、各総合支所人事担当窓口へ提出ください。

望洋荘業務（主任） 望洋荘　☎74-3141
業 務 内 容 望洋荘における事務業務（運営管理、人事管理、収入支出事務など）
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務あり） 募 集 人 員 若干名
勤 務 時 間 1日8時間以内の変則勤務（超勤あり） 社 会 保 険 等 健康保険、厚生年金、雇用・労災保険
勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 時給700円から 選考日･場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人  ・普通自動車運転免許を有する人  ・パソコン操作（文書作成、表計算）ができる人
応 募 方 法 履歴書を望洋荘、または市役所、各総合支所人事担当窓口へ提出ください。
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　のし袋（紙）や葉書など、日常で出番が多い筆ペン
で上手に書くコツを習います。
日時 平成28年1月19日㈫、26日㈫、　
　  2月2日㈫　午後1時30分～3時30分
定員 10人
講師 小川 成美 氏
費用 500円（材料代）
持参品 筆ペン
場所 吾妻町ふるさと会館　研修室3
申込先 生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
申込期間 12月8日㈫～12月25日㈮

　　「美文字レッスン
筆ペンで上手に書くコツ教えます！」

　釣った魚を自分で料理する！そんな新たな楽しみ
を見つけませんか？
日時 12月15日㈫  午後7時～9時
対象 一般男性
定員 8人
講師 小峰 浩利 氏（小峰水産）
費用 800円（材料代）
持参品 エプロン、三角巾、手拭用タオル、
 持帰り用タッパ、筆記用具
場所 瑞穂公民館　調理室
申込先 生涯学習課　瑞穂駐在　☎77-2125
申込期間 12月7日㈪～12月11日㈮

　　「男性向け　魚のおろし方教室」
　　  ～魚をおろして簡単な肴を作ろう～

　講師の実体験を元に、京都の観光の穴場や町家を
使った宿など、京都について面白く語っていただきます。
　これからの京都の旅行の参考にいかがですか？
日時 平成28年1月28日㈭
　　午後1時30分～3時30分
定員 20人
講師 永石 賢一 氏
費用 無料
持参品 筆記用具
場所 吾妻町ふるさと会館　研修室3
申込先 生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
申込期間 12月8日㈫～平成28年1月22日㈮

　「知って得する旅の楽しみ方
（京都編）」　

　郷土誌に掲載されている「正月の膳」、雑煮をメイ
ンに押し寿司、酢の物を作り、古き良き食文化を堪
能しましょう♪
日時 12月18日㈮  午前10時～午後1時
対象 一般女性
定員 16人（先着順）
講師 豊島 美絵子 氏 他
 （雲仙市食生活改善推進員連絡協議会南串山支部）
費用 500円程度（材料代）
持参品 米１合、エプロン、三角巾、筆記用具
場所 南串山保健福祉センター（調理実習室）
申込先 生涯学習課　南串山駐在　☎88-3114
申込期間 12月1日㈫～12月15日㈫

　第４回白ゆりエプロン学級
　「郷土料理教室」～おせち編～

市民講座UNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９時から午後５時までです。
皆さんのご応募お待ちしています。

雲仙市図書館からのお知らせ

【問合せ】　雲仙市図書館　☎78-3977

冬のおはなし会　ぬくぬく
12月19日㈯　午後2時〜3時
　おはなしのへや ぐりとぐら さん

おとなのおはなし会＆おんがく…
12月26日㈯　午後7時〜8時30分
　ますな さん・ひろみ さん

◆雲仙市図書館　冬のイベント
12月28日㈪ 月曜休館日
12月29日㈫
　　〜 年末年始休館日平成28年
1月3日㈰ 
1月4日㈪ 月曜休館日
1月5日㈫ 館内整理休館日
1月6日㈬ 通常どおり開館

⎫
⎬
⎭

◆年末年始の休館日

ご不便をおかけいたしますが
ご理解ご協力をお願いします。
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消費生活センターからのお知らせ

平成27年度（上半期）
相談件数集計

夜
間

土

場所：愛野町公民館
水

場所：愛野町公民館

主催：雲仙市・長崎県青少年司法書士協議会
問合せ：雲仙市消費生活センター
☎0957-38-7830（なやみゼロ）

　今年度上半期において、利用した覚えのないサイトから
利用料を請求されるといった架空請求、インターネット光
回線の開通による通信回線契約・プロバイダ契約トラブ
ル、市役所をかたった還付金詐欺に関する相談などが昨年
に比べ急増しました。特に、架空請求ではコンビニでギフ
ト券などを購入し、その番号を教えるよう要求され、被害
にあったケースが発生しました。
　皆さん、十分に注意してください！
◎トラブルにならないためには…
　①  いらないときは、はっきりと断る
　②  安易に契約書に名前を書かない
　③  おかしいな？と思ったら、身近な人
　　  （または消費生活センター）に相談する
※	デジタルコンテンツ…インターネット・携帯電話を利用
した音楽、映像、ゲームなどの情報総合サービス

4〜9月末までで、131件の相談が寄せられました。
契約当事者

男性：74　女性：57

年
齢
別

20歳未満 4
20歳代 13
30歳代 15
40歳代 13
50歳代 17
60歳代 24
70歳以上 36
不明 9

相談内容（主なもの）
内容 件数

デジタルコンテンツ 31
多重債務 14
インターネット通信サービス 12
還付金詐欺 9
新聞購読 9
空調・発電設備等 7
インターネット通販 4
健康食品 2
工事・建築 2

平
成
二
十
八
年
用

『
新
生
活
門
松
カ
ー
ド
』の
お
知
ら
せ

　
長
崎
県
新
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、
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新
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和
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。

◆
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枚
）
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円

◆
購
入
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市
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活
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よ
び
各
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合
支
所
市
民
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活
課
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て
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で
き
ま

す
。
自
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（
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日
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が
で
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あ
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◆
販
売
期
間
…
…
12
月
24
日
㈭
ま
で
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問
合
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平成28年用（見本）
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問　福祉課　高齢者福祉班　☎36-2500

大塚小学校（吾妻町）

認知症サポーター養成講座 

10月8日大塚小学校6年生の総合学習の一環として認知症サポーター養成講座を開催しました。

記念撮影 この日、児童とその保護者など53人が新たに認知症サポーター（認知症の人やその家族の応援者）
となりました。

講座を受けての感想

1．講座の導入

3．寸劇

オレンジリング

※認知症サポーター養成講座は、学校や自治会、企業、仲良しグループの
　集まりなど年齢、人数を問わず開催しています。お気軽にお尋ねください。

（一部抜粋）

受講後は、認知症サポーターの
証である“オレンジリング”を
受け取りました。

あかし

絵本「大好きだよ、キヨ
ちゃん」の読み聞かせ
を聴いて、認知症の人
と、その家族をイメー
ジします。

認知症の人と暮らしている
人も大変だけど、認知症の
人も大変ということが
わかりました。 　　接し方など考えたことが

なかったけど、講座を受けて
大事なことだと思いました。

　　認知症の方々に
優しく手を貸していこうと
　　思いました。

　　認知症になったら
　気持ちがとても不安に
なるので、優しく接したい
　と思いました。

2．講話

4．三択クイズ

小学生用テキストを使
用し認知症になると、ど
のような症状がおこる
のか学びます。

認知症について知識を
深めたあと、寸劇を通し
て認知症の人への接し
方について考えます。

望ましい対応と思う答
えをグループで話し合
い発表しました。

ボランティア 吉田サチ子さん◀ 真剣な表情の子どもたち◀

「早よ、ご飯ば食べさせて～」◀
発表する 梅本春之助君◀
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福祉課障害福祉班
☎36－2500 お 知 ら せ

■障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」(市委託
事業者)は、障がいのある人やその家族を対
象に、毎月巡回相談をおこなっています。お
気軽にご相談ください。秘密は厳守します。

日時場所　12月14日㈪　愛野公民館
時間　午後1時30分～4時まで
相談　無料（予約不要）
問　障害者相談支援事業所「はあと」
　　（☎36-3850）

■広報うんぜん音訳CDの貸し出しと配布について
【音訳CDの貸し出し】
　「広報うんぜん」をCDに録音したものを、無料で貸し
出します。（貸出期間は２週間です。）

（貸し出し場所）福祉課・市民窓口課・各総合支所市民生
活課・雲仙市図書館および各公民館図書室

【音訳CDの配布】
　「広報うんぜん」の音訳CDを身体障害者手帳（視覚に
障害のある人）をお持ちの人に無料で配布しています。ご
連絡ください。

■視覚障害者の生活訓練に参加しませんか！
　視覚に障害のある人を対象に点字訓練やボランティアとの交流会をおこなっています。（参加費無料）
　市役所本庁⇔小浜老人福祉センター間はマイクロバスでの送迎も行っていますので、ご利用ください。
【開催日】	 ①12月1日㈫・8日㈫　愛野公民館　午前10時～正午（点字訓練）
 ②12月9日㈬　市外研修
 ③12月15日㈫　小浜老人福祉センター　午前10時～正午（点字訓練）午後1時～３時（交流会）

■雲仙市職場実習促進事業のお知らせ
　雲仙市では、市内に住所を有する、障害者手帳をお持ちの人を対象として、職場実習促進事業を行ってい
ます。支給内容は、障害者就業・生活支援センターぱれっとへの登録を行なっている人で、一般企業への職
場実習を行った時に、下記の助成を行なっています。

支給項目 支給対象者 実習期間 支給額

交通費助成 身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳を
お持ちの人

1日4時間以上の
実習で5日以上、
15日以内

自宅から実習先までの実費（公共交通機関
および自家用車）１日2,000円上限

傷害保険料 １回1,080円上限
実習奨励金 実習受け入れ企業 １人１日1,500円　（20,000円上限）

雲仙市地域自立支援協議会子ども支援部会だより
　特別支援学校は、障害のある子どもに対して、幼稚園から高等学校に準ずる教育まで、障害による生活や学習上の困難を改
善・克服し、自立を図るために必要な知識技能を身につけることを目的として、各都道府県などが設置している学校です。
　子どもの卒業後の社会生活も視野に入れながら、児童生徒一人ひとりの障害の状態や教育的ニーズに応じて、きめ細やか
な指導を行っています。
　現在、長崎県内には分校や分教室も含めて、26の特別支援学校があります。島原市には島原特別支援学校（小中学部・高
等部）、雲仙市には島原特別支援学校南串山分教室（小中学部）があります。

　島原特別支援学校では、保護者の皆様や先生方からの教育相談や学校見学等に随時対応
しております。「子どもの生活や学習面で気になることがある」「特別支援学校ってどんな
ところ？」「卒業後の進路は？」など、どのようなことでもお気軽にご相談ください。

特別支援学校紹介

県立島原特別支援学校

長崎県立島原特別支援学校（教育相談は、小・中学部 教頭までお問い合わせください。）
　◇小・中学部　　　島原市新田町562番地　　  ☎0957-64-4463
　◇高等部　　　　　島原市南崩山町丁2800-3　☎0957-65-4161
　◇南串山分教室　　雲仙市南串山町丙9436-2　☎0957-88-3394
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　テレビや全国各地の講演会で活躍中の、全国webカウンセリング協議会理事長の安川雅史氏を講師に迎え、子ど
もを取り巻く「ネット・スマホトラブル」「ネット被害・犯罪」などの最新情報、対策についてわかりやすく学べます。
　昨年度、ハマユリックスホールで開催された講演会でも、参加した皆様から「親も学び、子どもをしっかり守りた
い！」「もっと多くの人に聞いてもらいたい！」と大変好評だったため、今年度も開催することとなりました。
　他人事ではないこの問題を、まずは「親」が知り、子どもたちを守りましょう。なお、入場無料ですが入場整理券が
必要です。

◎教育講演会「スマホトラブルとネットの落とし穴」
　日時：平成28年1月21日㈭　午後7時30分開演　　場所：国見町文化会館　　入場無料（※要入場整理券）
　	入場整理券は国見町文化会館、瑞穂町公民館、吾妻町ふるさと会館、愛野町公民館、千々石町公民館、教
育委員会小浜駐在（小浜総合支所）、ハマユリックスホール、生涯学習課（千々石庁舎）で配布します。

年末年始の
し尿のくみ取り・ごみの直接持込みの業務日程について

問　環境政策課　☎38-3111

教育講演会「スマホトラブルとネットの落とし穴」
問　生涯学習課　☎37-3113

講師：安
やすかわ

川 雅
まさ

史
し

 氏
　ネットいじめ・いじめ・不登校・ひきこもり・少年犯罪問題に本格的に取り組む。全国
各地より依頼を受け、年間200会場以上で講演会や研修会を行う。過去5年間での受講者数
も20万人を超える。	
（全国webカウンセリング協議会	理事長、第一学院高等学校	統括カウンセラー）

し尿のくみ取り

■ 年末は12月28日（月）まで営業　年始は1月4日（月）から営業開始

・国見、瑞穂、吾妻、愛野地区にお住まいの人
 【問】南高北部環境衛生組合（☎0957-78-2817）

・千々石、小浜、南串山地区にお住まいの人
 【問】小浜クリーンセンター（☎0957-74-2552）

※年末は混み合いますので、早めの収集依頼をお願いします。
　12月23日（水・祝）、27日（日）は臨時営業します。

各施設へのごみの直接持ち込み
１．可燃ごみ
○西部リレーセンター（☎0957-27-5600）
　年末は12月30日（水）まで営業
　年始は1月4日（月）から営業開始

2．不燃ごみ
○県央不燃物再生センター（☎0957-23-3892）
　年末は12月28日（月）まで営業
　年始は1月4日（月）から営業開始
　※島原リサイクルプラントへの持ち込みはできません。

家庭ごみの収集
各世帯に配布している「環境カレンダー」のとおりに、ごみステーションへお出しください。
　なお、年末年始はごみの量が多いため、収集ルートが変わります。必ず収集日の午前８時までにごみステーションに
出してください。時間外に出されたごみは収集できません。お問い合わせは環境政策課まで。

【問】環境政策課（☎0957-38-3111）
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■有明海沿岸の密漁取締りを
　強化します
　有明海を代表する水産物であるアサリ・タイラ
ギ・ニシ・タコなどの保護育成のため、地元漁業
者による各種取組みが実施されていますが、悪質
な密漁者が後を絶たないため、海上保安庁や県警
との連携を深め、密漁取締りを強化します。

　問　国見漁協　☎0957-78-2262
　　　瑞穂漁協　☎0957-77-3139
　　　雲仙市農林水産課　☎0957-38-3111

■ハローワーク諫早巡回相談
　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が実施されます。職業相談、職
業紹介が雲仙市福祉事務所(千々石庁舎内)で受け
られますので就職活動中の人、転職を考えている
人、お気軽にご相談ください。

日　時：12月9日㈬　午前10時～午後4時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（1人50分程度）
※事前に電話予約してください。

 問　子ども支援課　☎36-2500

■雲仙市高齢者および障害者（児）福祉タク
　シー助成事業協力機関の追加について
　平成27年11月1日から下記のタクシー事業者を
福祉タクシーの協力機関として決定しましたので
お知らせします。

事業所名　：介護タクシー　　結愛（ゆうあい）
事業の範囲：福祉輸送事業限定
事業所住所：雲仙市吾妻町平江名57番地2
電話番号　：0957-38-6422
代表者　　：野澤　明彦（のざわ　あきひこ）氏

	 問　福祉課　☎36-2500

■入札参加資格審査申請書の
　受付について
　市が発注する「建設工事」、「建設コンサルタン
ト等業務」の入札･見積に参加を希望する人は、
入札参加資格審査申請書を提出してください。

※ 詳しくは、市のホームページ「入札・契約情報」
をご覧ください。

【申請区分】
　①建設工事、　②建設コンサルタント等業務

【申請書有効期間】
　平成28年4月1日～平成29年3月31日（1年間）

【申請書受付期間】
　平成27年12月1日～平成28年1月22日（必着）
※ ただし、土・日・祝日および年末年始の閉庁日

を除く午前9時～午後5時

 問・申込　管財課　☎38-3111

■就職したい人を応援します。
　～雲仙市就職支援相談事業～
12月の相談日は、12月17日㈭愛野町公民館
相談は、1人約50分程度　（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※ 相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へＵ

ＪＩターン希望の人

【相談の時間帯】
　①10時30分～11時20分
　②11時30分～12時20分
　③13時30分～14時20分
　④14時30分～15時20分
　⑤15時30分～16時20分

 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■特設人権相談所開設のお知らせ
　12月4日㈮～10日㈭は「第67回人権週間」です。
　12月3日㈭午前10時～午後3時まで、本市の人
権擁護委員による特設人権相談所を開設します。
　家庭内のもめごとや隣近所とのトラブルなど、
悩みや心配事を相談してみませんか。秘密は厳守
されますので、お気軽にご相談ください。

地区 開　設　場　所
国　見 国見農村環境改善センター
瑞　穂 瑞穂町公民館
吾　妻 吾妻町ふるさと会館
愛　野 愛野町公民館
千々石 千々石保健センター
小　浜 小浜老人福祉センター
南串山 南串山保健福祉センター

	 問　市民窓口課　☎38-3111
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■雲仙市生活困窮者自立支援事業について
　雲仙市では、生活困窮者自立支援法に基づき、
生活困窮状態にある人に対し、生活の安定と自立
を支えるための支援を行っております。
　「生活が苦しい」「今後の生活に不安がある」「自
分では仕事を見つけられない」「金銭管理が苦手
である」などでお困りの人は、下記の相談窓口ま
でお問い合わせください。専門の資格を持つ職員
が対応いたします。
 問　保護課　☎36-2500

■中学校使用教科書が決定しました
　平成28年度から平成31年度まで、雲仙市立中学校で使用する教科書が決定しました。
　採択された教科書やその他の教科書は、雲仙市教育委員会および雲仙市図書館で閲覧できます。

問　学校教育課　☎37-3113

種　　目 発　行　者 書　　名
国　語 三省堂 現代の国語
書　写 東京書籍 新編 新しい書写
社　会

（地理的分野） 教育出版 中学社会 地理

社　会
（歴史的分野） 教育出版 中学社会 歴史

社　会
（公民的分野） 教育出版 中学社会 公民

地図 帝国書院 中学校社会科地図
数学 東京書籍 新編 新しい数学

種　　目 発　行　者 書　　名
理科 大日本図書 新版 理科の世界

音楽（一般） 教育芸術社 中学生の音楽
音楽

（器楽合奏） 教育芸術社 中学生の器楽

美術 日本文教出版 美術
保健体育 大日本図書 新版 中学校保健体育

技術・家庭
（技術分野） 東京書籍 新編 新しい技術・家庭

　技術分野
技術・家庭

（家庭分野） 東京書籍 新編 新しい技術・家庭
　家庭分野

英語 三省堂 NEW CROWN

■社会体育施設の早期利用予約を
　受け付けます。　

　社会体育施設の利用申請は、利用日の前月から
の受付となっていますが、恒例の地域のスポーツ
行事や大会など、一定の条件を満たす行事などに
ついては、早期の予約を受け付けます。詳しくは、
教育委員会スポーツ振興課または各駐在窓口にご
相談ください。

一次受付：平成28年2月1日㈪～29日㈪

【注意事項】
※ 学校施設における学校開放時間の利用について

は、あらかじめ学校にお問い合わせ下さい。
※ あくまで「予約」ですので、実際の利用につき

ましては、改めて利用申請が必要です。
※ 予約の希望が重複した場合は、希望者双方で調

整をお願いします。

 問　スポーツ振興課　☎37-3113

■お詫びと訂正
　広報うんぜん11月号に掲載されたＰ9『第10回雲
仙市民スポーツ大会』結果報告について、誤った情
報を掲載しましたので、お詫びと訂正をいたします。
　水泳競技　小学生女子25M平泳ぎ　優勝

（誤）井様　郁佳（小浜小）
（正）伊澤　郁佳（小浜小） （敬称略）

	 問　スポーツ振興課　☎37-3113

〔
広
告
〕
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雲
仙
市
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便
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お
知
ら
せ

■
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
年
末
年

始
の
営
業
に
つ
い
て

　
県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
の
余
熱

利
用
施
設
で
あ
る「
の
ん
の
こ
温
水

セ
ン
タ
ー
」は
、12
月
３0
日
㈬
か
ら
平

成
2８
年
１
月
１
日
㈮
ま
で
の
間
、
休

館
し
ま
す
。

　
営
業
は
平
成
2８
年
１
月
２
日
㈯
か

ら
開
始
し
ま
す
。

問　
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
９
５
７（
３6
）５
８
８
８

　
　
県
央
県
南
広
域
環
境
組
合

�

☎
０
９
５
７（
３5
）８
２
０
０

■
自
衛
官
募
集

募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生（
男

子
）②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒（
一
般
）

募
集
人
員　
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格　
①
1８
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人
②
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17

歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
①
通
年
②
11
月
1
日
㈰

～
平
成
2８
年
1
月
8
日
㈮

試
験
日　
①
受
付
時
に
お
知
ら
せ
②

平
成
2８
年
1
月
2３
日
㈯

問　
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

　
　
島
原
地
域
事
務
所

�

☎
０
９
５
７（
62
）３
７
５
９

■
戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
へ　

　
～ 

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

�

請
求
は
お
済
み
で
す
か 

～

　
平
成
27
年
４
月
よ
り
、
第
十
回
特

別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。前
回
の
特
別
弔
慰
金
を
受

け
た
人
で
ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
前
回
請
求
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
で
も
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

請
求
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
合

せ
下
さ
い
。

対
象　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、平
成
27
年
４
月
１
日（
基

準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
的
扶
助
料
」「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
等
）が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お一人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴
基
準
日
ま
で
に
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
、②
孫
、③
祖

父
母
、
④
兄
弟
姉
妹　
※
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷
上
記
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪	

等
）

※	

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
㈬	

～	

平
成
３0
年
４
月
２
日
㈪

請
求
方
法　
請
求
窓
口
に
備
え
付
け

の
請
求
書
類
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。な
お
、請
求
の
際
、印
鑑
と
戸

籍
関
係
書
類
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

請
求
窓
口　
福
祉
事
務
所
福
祉
課
市

民
福
祉
班（
千
々
石
）、
市
役
所
本

庁
市
民
窓
口
課（
吾
妻
）、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課

問
・
申
込

　
長
崎
県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
２
９

　
雲
仙
市
福
祉
課
市
民
福
祉
班

�

☎
０
９
５
７（
３6
）２
５
０
０

■
長
崎
県
育
英
会
奨
学
金
返
還
の
お

願
い

　
あ
な
た
の
返
還
金
は
、
後
輩
の
新

た
な
奨
学
金
と
な
る
重
要
な
も
の
で

す
。奨
学
金
を
借
り
て
い
た
人
は
、約

束
ど
お
り
の
返
還
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
公
益
財
団
法
人
長
崎
県
育
英
会

�

☎
０
９
５（
８
２
４
）７
５
０
１

■
寄
附
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
附
金
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。皆
様
か
ら

の
ご
寄
附
は
、
奨
学
資
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
奨
学
金
事
業

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
長
崎
県
育
英
会
へ
の
寄
附

金
に
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

問　
公
益
財
団
法
人
長
崎
県
育
英
会

�

☎
０
９
５（
８
２
４
）７
５
０
１

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
年
賀
状
な
ど
の
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

や
未
使
用
切
手
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地

雷
撤
去
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
３
枚
で
１
㎡
の
地
雷
原
を

ク
リ
ー
ン
に
で
き
ま
す
。皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
務
局

�
☎
０
９
２（
８
３
３
）７
５
７
５

Information

〔
広
告
〕
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■
放
送
大
学　
４
月
生
募
集
の
お
知

ら
せ

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
2８
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
な
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

出
願
期
間

　
①
第
１
回　
２
月
29
日
ま
で

　
②
第
２
回　
３
月
20
日
ま
で

問　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
９
５（
８
１
３
）１
３
１
７

■
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

　
11
月
15
日
㈰
～
平
成
2８
年
２
月
15

日
㈪
の
間
、山
野
や
海
岸（
人
家
の
あ

る
場
所
、公
道
、公
園
な
ど
は
除
く
）

を
中
心
に
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

山
歩
き
や
遠
足
な
ど
に
出
か
け
る
と

き
は
目
立
つ
服
装
を
心
が
け
、
登
山

道
を
外
れ
た
り
、
や
ぶ
に
入
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
３
月

15
日
ま
で
。

～
狩
猟
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
～

　
狩
猟
に
際
し
て
は
関
係
法
令
を
尊

守
し
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で
行
な

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
狩
猟
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
、
登

山
者
、農
林
漁
業
者
、他
の
狩
猟
者

な
ど
人
が
い
な
い
か
事
前
に
必
ず

確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
銃
猟
に
お
い
て
は
、
矢
先
に
建
物

な
ど
が
な
い
か
、
獲
物
が
狩
猟
鳥

獣
で
あ
る
か
の
確
認
を
十
分
行

い
、
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
と

き
は
発
砲
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
わ
な
猟
に
お
い
て
は
猟
具
ご
と
に

住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載
し
た
規

定
ど
お
り
の
標
識
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
農
林
水
産
課�

☎（
３８
）３
１
１
１

■
平
成
27
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
追

加
）の
お
知
ら
せ

試
験
種　
①
わ
な
猟
免
許（
イ
ノ
シ

シ
を
捕
獲
す
る「
は
こ
わ
な
」な
ど

が
使
用
で
き
る
免
許
）　
②
第
１

種
銃
猟
免
許（
装
薬
銃
お
よ
び
空

気
銃
が
使
用
で
き
る
免
許
）※
別

に
銃
の
所
持
許
可
が
必
要

受
験
資
格　
・
1８
歳
以
上
の
人（
銃

猟
免
許
受
験
の
人
は
20
歳
以
上
）

で
、
覚
醒
剤
な
ど
の
中
毒
者
で
な

い
者

・
狩
猟
免
許
の
取
消
な
ど
の
処
分
を

受
け
た
場
合
は
、
処
分
の
日
か
ら

３
年
以
上
経
過
し
て
い
る
者

試
験
日　
平
成
2８
年
１
月
17
日
㈰

①
わ
な
猟
：
一
次
、
二
次
試
験
を
同

日
実
施

②
第
１
種
銃
猟
：
１
次（
２
次
試
験

は
１
月
24
日
㈰
に
実
施
）

会
場　
①
わ
な
猟
：
佐
世
保
市
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
対
馬
市
峰
地
区

公
民
館　
②
第
１
種
銃
猟
：
西
諫

早
公
民
館
会
場

受
付
期
間　
11
月
16
日
㈪
～
12
月
1８

日
㈮
ま
で

※
申
請
書
様
式
な
ど
は
島
原
振
興
局

農
業
企
画
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。ま
た
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
受
験
希
望
者
を
対
象
に
試

験
の
た
め
の
講
習
が
別
途
実
施
さ

れ
ま
す
。詳
細
は
長
崎
県
猟
友
会

（
☎
０
９
５
－
８
２
２
－
７
２
１
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
島
原
振
興
局
農
業
企
画
課　

�

☎
０
９
５
７（
62
）３
６
１
０

■
冬
休
み
子
ど
も
天
国

　
冬
休
み
期
間
中
の
12
月
25
日
㈮
～

27
日
㈰
に
か
け
て
五
感
を
く
す
ぐ
る

楽
し
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム（
鍋
つ
く

り
、星
座
観
察
、ミ
ニ
門
松
づ
く
り
、

餅
つ
き
な
ど
）を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
５・６
年
生（
50
人
）

参
加
費　
３
５
０
０
円

申
込
期
限　
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り

申
・
問

　
長
崎
県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

�

☎
３
７
－
２
７
６
９

■
平
成
27
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱

者
試
験

試
験
の
種
類

　
乙
種（
第
４
類
）、丙
種

日
時
・
場
所　

　
平
成
2８
年
２
月
21
日
㈰
午
前
10
時

～・長
崎
大
学
教
養
教
育
講
義
棟
、

長
崎
県
立
大
学

申
請
方
法　
書
面
申
請
お
よ
び
電
子

申
請（
セ
ン
タ
ー
下
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
手
続
き
）

受
付
期
間　

　
書
面
申
請　
平
成
2８
年
１
月
７
日

㈭
～
15
日
㈮

　
電
子
申
請　
平
成
2８
年
１
月
４
日

㈪
～
12
日
㈫

書
類
入
手
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎

県
消
防
保
安
室
、
長
崎
県
各
振
興

局（
長
崎
、県
央
を
除
く
）、県
内
の

各
消
防
署

申
・
問　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
長
崎
県
支
部

�

☎
０
９
５（
８
２
２
）５
９
９
９

セ
ン
タ
ー
Ｈ	

Ｐ
：

http://www.shoubo-shiken.or.jp

〔
広
告
〕

☎
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市長コラ
ム

▼
前
月
号
掲
載
、
市
民
窓
口
課
の
岩
田
久
美
さ
ん
「
柔
軟

な
窓
口
対
応
を
目
指
し
て
」
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
書

き
ま
す
。
私
自
身
窓
口
対
応
の
経
験
が
一
切
あ
り
ま
せ
ん

の
で
少
し
的
外
れ
な
内
容
に
な
る
こ
と
は
お
許
し
く
だ
さ

い
。
▼
よ
く
、「
現
場
第
一
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

ま
す
。「
現
場
が
一
番
重
要
で
あ
る
こ
と
」
に
完
璧
に
同
意

し
ま
す
。
行
政
に
と
っ
て
窓
口
業
務
が
ま
さ
し
く
現
場
そ

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
市
役
所
と
の
接

点
で
あ
り
、
毎
日
毎
日
絶
え
間
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
業

務
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
お
叱
り
や
苦
情
を
い
た
だ
く
こ

と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
担
当
す
る
職
員
の
知
識
・
経
験
、

そ
の
時
々
の
職
場
の
環
境
や
雰
囲
気
を
市
役
所
の
窓
口
を

訪
れ
た
市
民
の
皆
様
は
瞬
時
に
色
々
な
こ
と
を
感
じ
取
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
窓
口
業
務
は
全
て

が
集
約
さ
れ
た
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

時
々
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
が
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
毎
日
毎
日
真
摯
に
努
力
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
評
価
は
市
民
の
皆
様
が
さ
れ
ま
す
。
毎
日
努

力
し
続
け
る
自
分
が
居
て
初
め
て
、
自
分
が
自
分
を
信
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
に
覚
悟
み
た
い
な
も
の
も
生

ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
▼
私
自
身
、
よ
く
心
に
反
芻

す
る
言
葉
に
「
感
情
感
覚
の
レ
ベ
ル
で
悩
み
、
心
配
事
を

す
る
な
」「
心
の
中
に
喜
神
を
持
て
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
毎
日
や
れ
る
こ
と
は
全
て
や
り
き
り
、
評
価
は
人

に
委
ね
る
と
い
う
一
種
の
潔
さ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

�

雲
仙
市
長
　
金
澤
秀
三
郎

　『
窓
口
対
応
に
つ
い
て
』

望洋荘 忘年会・新年会プラン

※各コースにプラス3,081円でご宿泊プラン（一泊朝食付き）を
　ご利用いただけます。（雲仙市民限定）

写真は3,600円コースです。
問　望洋荘☎74-3141

期間　平成27年11月1日～平成28年2月29日

雲
仙
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
月
報
Vol.1

　
雲
仙
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
岩
佐
浩
明
と

申
し
ま
す
。
今
月
か
ら

広
報
う
ん
ぜ
ん
に
活
動

の
紹
介
な
ど
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
27
年
１
月
に
東
京
都
吉
祥
寺
か
ら
小

浜
町
に
移
住
し
て
き
て
、
２
月
か
ら
小
浜
・
南
串
地

区
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
主
に
空
き
家
の

調
査
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の
件
数
は
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
を
借
り
た
い
人
、

雲
仙
市
に
移
住
し
た
い
人
の
ニ
ー
ズ
と
な
か
な
か

マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
、
雲
仙
市
に
は
周
囲
へ
の
影
響
力
が
あ
る
人
が

固
定
的
、
流
動
的
問
わ
ず
頻
繁
に
出
入
り
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
是
非
と
も
雲
仙
市
に
住
み
た

い
と
思
う
人
も
い
て
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
移
住
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
田
舎
に
は
仕
事
が
無
い
」だ
か
ら「
人
が
来
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
仕
事

が
で
き
る
人
、
作
家
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
、
移
住

希
望
者
の
状
況
も
様
々
で
す
。

　
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
、
地
元
の
人

の「
当
た
り
前
」に
少
し
だ
け
考
え
の
余
白
を
作
り
、

移
住
者
と
地
元
の
人
を
繋
ぐ
活
動
と
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
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　１０月９日から１１日までの３日間、大韓民国を代表する総
合国楽祭「２０１５求礼東便制ソリ祝祭」および「第１９回宋万
甲パンソリ固守大会」が開催されました。
　パンソリは、太鼓の拍子に合わせて身振りを交えながら
歌や語りを披露する口承芸能で、求礼郡では「東便制パンソ
リ」といわれる流派が盛んです。
　今年のお祭りは、伝統芸術と文化観光資源を組み合わせ
た多様なプログラムで構成されていたため、より身近に感
じられる舞台となりました。
　また、外国人による演奏は、韓国のパンソリ文化を世界に
広めると同時に、外国人が韓国の伝統文化を理解する機会となりました。

姉妹都市　　韓国求
ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

　
10
月
25
日
、
長
崎
市
出
島
交
流
会
館
で

「
第
17
回
な
が
さ
き
国
際
協
力
・
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

韓
国
文
化
ブ
ー
ス
に
参
加
し
、
韓
国
伝
統

衣
装「
韓ハ
ン
ボ
ッ服
」着
付
け
体
験
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
最
初
は
恥
ず
か
し
い
よ
う
で
、

着
付
け
を
躊
躇
さ
れ
る
人
も
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
人
が
楽
し
そ
う
に
試
着
し
て
写
真

を
撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ス
タ
ッ
フ

皆
で
楽
し
み
な
が
ら
お
仕
事
が
出
来
ま
し

た
。
着
付
け
を
し
な
が
ら
、
韓
国
文
化
に

興
味
の
あ
る
人
と
は
ド
ラ
マ
や
ア
イ
ド
ル

な
ど
の
話
を
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、韓
国
以
外
に
も
中
国
や
ジ
ャ
マ

イ
カ
の
異
文
化
体
験
、
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指

導
助
手
）の
先
生
た
ち
に
よ
るJETAirline

（
飛
行
機
体
験
）、
ウ
ク
レ
レ
演
奏
会
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
体
験
な
ど
、
様
々
な
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
長
崎
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
長
崎
在
住
の
外
国

人
と
楽
し
い
交
流
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
人
は
来
年
、
ぜ

ひ
お
越
し
下
さ
い
。

国
際
交
流
員　
金キ
ム
ヒ
ョ
キ
ョ
ン

孝
景
さ
ん
の

ヒ
ョ
キ
ョ
ン
の
散
歩
道

Vol.19

編集者から� 広報班 　◯
　「光陰矢の如し」という言葉がありますが、今年もそんな
1年だったように思います。特に今年は市制施行10周年と
いうこともあり、市内では様々なイベントが開催されまし
た。イベントの取材に行き、広報紙を作成するというサイ
クルを続けていると、いつの間にかもう今年もあと少しと
いったかんじです。広報紙を作成する以上、落ち着くこと
はないでしょうが、これからも色々なイベントへ顔を出し、
紹介していければと思います。

人のうごき（10月末）�［住民基本台帳月報］

■人　口：45,727人　　（前月比 −63人）
　　男性：21,675人　　女性：24,052人
■世帯数：17,073世帯　（前月比 −32世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（10月末）

10歳未満　3,549人

10～20代
7,966人

30～40代
9,551人

50～60代
13,898 人

70～80代
9,683人 

90代～　1,080人

求礼東
トンピョンジェ

便制ソリ祝祭および第１９回宋
ソン

万
マン

甲
ガプ

パンソリ固守大会開催
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
：

ｰ
ｰ

広報う
ん
ぜ
ん

第16回幼年消防クラブ「ちびっこ防火大会」が開催
　9月25日、小浜体育館および駐車場において、ちびっ子防火大会が開催さ
れました。大会には小浜消防署管内の幼年消防クラブ員年長児、教諭、保育
士約200人が参加しました。会場ではファイヤーバスターコーナー（消火器
による消火）や地震体験コーナーなどが設置され、防火の知識を深めました。

雲仙の風景
〜自然、文化、生活･･･私たちの故郷雲仙市の風景をお知らせします〜
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